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資料紹介 ムカシオオホオジ口ザメ 樽 創 (学芸員)

乙の大きな三角形の物体は、 a宅申軒』 ↓ムカシオオホオジロザメ

何だと思いますか? 実はこ 必慰露舎~ (Cαω正

れ、サりメの歯です。乙uんな大対き 点鎚節溜dケ 4よh 上胤顎糊簡悶:実物大(けアメリカ合衆
な困を持つたサメが今の海を

泳いでいたら大変ですが、この

簡は約300万年前に絶滅してし

まったムカシオオホオジロザ

メというサメの闘です。

ムカシオオホオジロザ、メは

約1800万年前の新生代第三紀

中新世に現れました。その分布

は汎世界的だったようでアメ

リカ、ヨーロッパ、南米、東南

アジアそして日本からも化石

が見つかっています。神奈川県

では三浦半島や大磯地域から

の産出が知られています。この

ムカシホオジロザメの体長は

どのくらいでしょうか。かつて

は30mとも言われていまし

たが、今では 15m前後と考

えられています。

(Carcharocles mega/odon)の下

顎歯:実物大(アメリカ合衆国

サウスカロライナ州産)
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ムカシオオホオジ

ロザメは、意外に身

近な存在でした。実は

昔から各地の神社やお

寺に奉納さ れていたの

です。それも 「天狗の爪Jと
して。これだけ大きな歯を

持った動物は、現在の動物では

なかなかいません。昔の人は、とて

もサメの歯には見えず、誰も見たこと

のない天狗の爪と思ったのでしょう。

当館では平成 14年の秋にサメに関

する特別展を計画しています。化石か

ら現在のサメまで展示予定です。ここ

で紹介した標本も展示しますので、是

非ご来館ください。
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